
グローバル化の進展、自然環境・エネルギー問題、人口減少・少子高齢化時代など、

我が国をとりまく潮流は大きく変化し、時代の大転換期を迎えています。

北海道は、その優れた資源・特性を活かして我が国が直面する課題の解決に貢献することが求められており、

そのためにも活力ある地域社会の形成を図ることが必要です。

現行の第6期北海道総合開発計画は、目標年次（平成10～19年度）を迎えており、

これに代わる新たな計画の策定に向けて、

現在、国土審議会北海道開発分科会において検討が進められているところです。

新たな計画の策定に向けて、国民の皆様とともに今後の北海道開発を考えていくことを目的として、

各界で活躍する有識者によるシンポジウムを開催します。

新たな北海道総合開発計画に関するシンポジウム新たな北海道総合開発計画に関するシンポジウム新たな北海道総合開発計画に関するシンポジウム新たな北海道総合開発計画に関するシンポジウム

北海道の挑戦北海道の挑戦北海道の挑戦北海道の挑戦北海道の挑戦

■主　　催 ： 国土交通省
■後　　援 ： 北海道、札幌市、北海道市長会、北海道町村会

北海道経済連合会、（社）北海道商工会議所連合会
北海道経営者協会、北海道経済同友会、北海道商工会連合会
北海道中小企業団体中央会、（社）北海道観光連盟
（社）北海道建設業協会、北海道農業協同組合中央会
ホクレン農業協同組合連合会、北海道漁業協同組合連合会
NHK札幌放送局、北海道放送（HBC）、札幌テレビ放送（STV）
北海道テレビ（HTB）、北海道文化放送（UHB）
テレビ北海道（TVh）、北海道新聞社

【プレゼンテーション】　「新たな開発計画に向けて」

【オープニング・リマークス】

南　山　英　雄　氏 （国土審議会北海道開発分科会計画部会長、北海道経済連合会会長）

コーディネーター

濱　田　康　行　氏 （北海道大学大学院経済学研究科教授）

【基調講演】　「21世紀の日本と北海道」

丹　保　憲　仁　氏 （国土審議会北海道開発分科会会長、北海道大学名誉教授）

【パネルディスカッション】
パネリスト（50音順）

有　塚　利　宣　氏 （帯広市川西農業協同組合代表理事組合長）
アルヌー・クリストフ　氏 （光塩学園女子短期大学保育科准教授）
家　田　　　仁　氏 （東京大学大学院工学系研究科教授）
孔　　　　　怡　氏 （テレビ・ラジオパーソナリティ）
丹　保　憲　仁　氏 （北海道大学名誉教授）

［日　時］ 平成19年8月25日（土）
13：00～16：00（12時30分開場）

［入場料］ 無　料
［定　員］ 500人程度

［場　所］ ホテルオークラ札幌　2階
「フォンテーヌ」
（札幌市中央区南1条西5丁目）

※駐車場がございませんので公共交通機関を
　ご利用下さい。

プ ロ グ ラ ム

～新たな北海道イニシアティブ～



1980年東北大学大学院博士課程修了（経済学博士）。専攻は現
代経済経営で、金融論を専門としており、著書に「金融の原理」な
ど多数。現在は多くの社会活動にも貢献されており、国土交通省
将来展望研究会委員、国土交通省苫小牧東部地域開発検討会座
長の他、国土審議会北海道開発分科会計画部会委員も務める。

濱　田　康　行　（はまだ　やすゆき）
北海道大学大学院経済学研究科教授

【コーディネーター】

上海出身。テレビ・ラジオのパーソナリティとして活躍するととも
に、大阪市上海市都市計画シンポジウム（大阪市）パネリスト、新
京都市観光振興推進計画策定委員会（京都市）委員、外国人から
見た観光まちづくり懇談会（国土交通省）委員などを歴任。有限会
社天怡の代表取締役として各地域の外国人観光誘致プロモー
ション事業を含めて、様々な交流事業に携わっている。

孔　　怡　（こう　い）
テレビ・ラジオパーソナリティ

【パネリスト】

1978年東京大学工学部土木工学科卒業。専攻は社会基盤学。西ドイツ航空
宇宙研究所交通研究部客員研究員、フィリピン大学交通研究センター
（NCTS）客員教授、東京大学工学部教授を経て現在に至る。国土審議会北海
道開発分科会計画部会委員も務める。交通と都市計画、安全・安心のインフラ
づくりとその運用など専門の立場から「使える」高速道路プロジェクト、国際
交通ネットワーク戦略プロジェクトなど様々なプロジェクトに携わっている。

家　田　　　仁　（いえだ　ひとし）
東京大学大学院工学系研究科教授

【パネリスト】

1988年ネブラスカ州立大学外国語学部卒業。札幌フランス文化
センター、安藤グループ（三共トレーディング株式会社）貿易部長、
光塩学園女子短期大学企画室長などを経て現在に至る。2005
年北海道開発局夢未来懇談会の委員を務め、その提言書の中で
は「北海道、夢から行動へ」という題目で北海道のイメージ造りな
どに関しての提言をしている。

アルヌー・クリストフ
光塩学園女子短期大学保育科准教授

【パネリスト】

1993年帯広川西農業協同組合代表理事組合長、農協合併によ
り2003年より現職。ほかに、十勝地区農協組合長会会長、財団
法人十勝圏振興機構理事長、株式会社帯広市農業振興公社代表
取締役、川西協同振興株式会社代表取締役、社団法人帯広物産協
会会長、などの公職に就いている。

有　塚　利　宣　（ありつか　としのぶ）
帯広市川西農業協同組合代表理事組合長

【パネリスト】

1957年北海道大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修
了。専攻は環境工学。’65年工学博士。フロリダ大学化学科研究
員、北海道大学工学部教授、北海道大学総長、放送大学学長を歴
任。現在は国土審議会北海道開発分科会長も務め、工学的分野だ
けではなく行政、教育、産業面に関しても今後の北海道の在り方
について多くの提言をしている。

丹　保　憲　仁　（たんぼ　のりひと）
国土審議会北海道開発分科会長、北海道開拓記念館 館長、北海道大学名誉教授

【基調講演・パネリスト】

（財）北海道開発協会 開発調査総合研究所

お申込・お問い合わせ

〒001-0011　札幌市北区北11条西2丁目 セントラル札幌北ビル
TEL.011-709-5213　 FAX.011-709-5229
E-mail: north@hkk.or.jp　 http://www.hkk.or.jp/

1963年東京大学工学部電気工学科卒業。同年北海道電力株式
会社入社。’99年同社取締役社長、2004年同社取締役会長、現
在に至る。その他、財団法人北海道科学技術総合振興センター理
事長、社団法人北方圏センター会長なども務める。

南　山　英　雄　（みなみやま　ひでお）
国土審議会北海道開発分科会計画部会長、北海道経済連合会会長

【オープニング・リマークス】

（担当：佐藤、曽田）

参 加 申 込 書新たな北海道総合開発計画に関するシンポジウム
北海道の挑戦 ～新たな北海道イニシアティブ～

下記にご記入のうえ、（財）北海道開発協会 開発調査総合研究所 FAX.011-709-5229（担当：佐藤、曽田）までお申し込みください。

※ご記入いただいた個人情報は他の目的で使用したり、第三者に無断提供する事はありません。

ご　氏　名（フリガナ）

ご　住　所　〒

お電話番号

ご　職　業

切り取り線


